
いいね！AWAMORI展 開催概要

主 催：沖縄総合事務局、沖縄県酒造組合

共 催：㈱Blueship沖縄、㈱ビンコウHD

日 時：平成30年11月29日(木)・30日(金)10:00~17:00

場 所：沖縄コンベンションセンター会議棟A 会議場A3

来場者数： 約960名（2日間）

欧米における琉球泡盛の海外輸出プロジェクト
（㈱Blueship沖縄）
欧米市場に向けた取組。ローカルのバー等で展開し、ハードリカー分野

での琉球泡盛のブランド構築を目指す。2017年度はアイスランドでカク

テルコンペ等を実施、本格販売に向けた取組を紹介。

県産長粒種米泡盛の製造プロジェクト（㈱Blueship沖縄）
琉球泡盛の価値を向上させるべく、沖縄県内にて長粒種米を栽培し泡盛を

製造する取組。沖縄県内で栽培中のコメの収穫が11月のため、展示会では、

国産長粒種米で仕込んだ泡盛を紹介、試飲を行った。

「沖縄白酒」中国輸出＆インバウンド展開事業
（ビンコウHD(株)）
泡盛を中国市場および中華系インバウンド市場向けに展開。泡盛「日本

酒」ではなく「白酒」(蒸留酒)として認知させるため、歴史的な琉球王国

の御用達酒としてブランディング・ＰＲの取組を紹介。

酒蔵ツーリズム・クルーズ船内プロモーション展開事業
（沖縄県酒造組合）
インバウンドを中心とした観光客を対象に琉球泡盛をＰＲする取組。各

酒造所を紹介し地域回遊や体験を促す酒蔵ツーリズムや、香港等のク

ルーズ船内での泡盛試飲体験等のプロモーションの取組を紹介。

実施内容

・琉球泡盛海外輸出プロジェクト紹介

官民による泡盛海外展開の取組のパネル展示や、国産長粒種米

による泡盛づくりの取組のパネル展示、試飲。

・泡盛と食の組み合わせ提案～マリアージュ～

食事のシーンに合わせた泡盛との組み合わせの展示、試飲・試

食。

・琉球泡盛製法・歴史紹介

パネル展示や47酒造所の泡盛を展示、試飲。

・欧米・中国における泡盛の海外展開

海外市場から見たブランド戦略・商品づくりをテーマにアイス

ランドや中国向けの取組についての海外向け商品の展示、パネ

ル展示、映像による紹介。

・インバウンド向け取組紹介

酒蔵ツーリズム、クルーズ船内プロモーション等について

パネル展示及び映像で紹介。

泡盛と食の組み合わせ提案（沖縄総合事務局）
日本ソムリエ協会の協力により、泡盛をよりおいしく楽しめる食との組

み合わせ25例を紹介。当日は、日本ソムリエ協会沖縄支部のソムリエが

解説を交え、来場者へ5例の試食・試飲を提供。

沖縄総合事務局・沖縄県酒造組合は、琉球泡盛の需要拡大に向けた「琉球泡盛海外輸出プロジェクト」の取り組みとして沖
縄大交易会２０１８の開催（11月29日、30日）に併せて「いいね！AWAMORI展」を開催した。沖縄の全47酒造
所の琉球泡盛を展示・試飲、製法・歴史の紹介や海外市場に向けたブランド戦略・海外向けに開発した泡盛新商品の展示、
料理に合わせた泡盛の提案・試食等を実施した。【来場者数】約960名（2日間）11月29日(木）約600名 30日(金）約360名



【来場者感想】

①強い泡盛は飲めない
と思っていたが、食
事と組み合わせたこ
とでこんなにおいし
くなると思わなかっ
た。（バイヤー）

②泡盛と食の組み合わ
せ提案はおもしろい
試み。取引のあるカ
ンボジアで同じよう
な展示会を企画した
い。（バイヤー）

日本ソムリエ協会の協力により、泡盛をよりおいしく楽しめる食との組み合わせ25例を紹介。沖縄大交易会２０
１８の開催（11月29日、30日）に併せて併設した「いいね！AWAMORI展」において、日本ソムリエ協会沖縄
支部のソムリエが解説を交え、来場者へ5例の試食・試飲を提供した。

泡盛と食の組み合わせ提案～マリアージュ～

【泡盛×食の組み合わせ事例】



欧米における琉球泡盛の海外輸出プロジェクト（㈱Blueship沖縄）

欧米市場に向けた取組。ローカルのバー等で展開し、ハードリカー分野での琉球泡盛のブランド構
築を目指す。2017年度はアイスランドでカクテルコンペ等を実施した。

新パッケージ（オリジナルボトルデザインと

初期型ボトルの開発）

・初期出荷用のボトル及びラベルの開発

が完了し、10月30日に記者発表。

①2019年1月9日空輸にて欧州へ向け出

荷（750ml 180本）

②2019年1月29日船便にて欧州へ向け

出荷（750ml 540本）合計720本出荷（30

度換算で約0.7kl）

・オリジナルボトルデザインについては、

3月にサンプル完成。

初期型ボトルによるプロモーション活動

・AWAMORI MASTER CLASS（2019年2月26日実施）
泡盛がどういうお酒なのかを酒造メーカーの方々に講師に
なってもらい、アイスランドのバーテンダーや酒類販売関係者
向けに勉強会を開催した。（第1回講師：忠孝酒造株式会社
代表取締役社長 大城勤氏）

・第2回AWAMORI TASTE WARS in Reykjavik（2019年2月28
日実施）
泡盛カクテルコンペティションを開催し、バーテンダーの方々
に泡盛ベースの創作カクテルを開発してもらい、泡盛の商品開
発、認知度向上を図る。

・AWAMORI Weekend（2019年3月1日、2日実施）
TASTE WARS参加バーテンダーの店舗にて泡盛カクテルを
前面に押し出したイベントを実施。
バーテンダーが創作した泡盛カクテルを各店舗にて提供して
もらい、泡盛の認知度向上を図る。

①2019年1月9日空輸便 ②2019年1月29日出荷分船舶便

＜初期型ボトル＞

KAZEMIZU TSUCHI 業界関係者などおよそ20名が来場ハイレベルなカクテルが誕生する



「沖縄白酒」中国輸出＆インバウド展開プロジェクト

泡盛が中国輸出における原因分析と対策
・課題1 マーケット問題：同じ漢字圏であっても、「泡盛」は通じ

ない
→現地人に理解される名称で展開する必要がある（「沖
縄白酒」）

・課題2 日本酒マーケット問題：日本酒の一種として展開すると
非常にニッチなマーケットに限られる
→白酒のマーケットで販売する必要がある。

泡盛を中国市場および中華系インバウンド市場向けに展開。泡盛「日本酒」ではなく「白酒」(蒸留酒)として認
知させるため、歴史的な琉球王国の御用達酒としてブランディング・ＰＲの取組を紹介。

「沖縄白酒」製品開発までの流れ
・沖縄白酒として用いる53度の泡盛原酒の品質確認・調整
・容器の選定、デザイン調整、ロゴの決定
・今回の製品は富裕層向けハイエンド商品として製品化するた
め、泡盛の原酒を「沖縄白酒」（53度採用）として商品化すること
になった。

今後の主な課題と対策
１．販売ネットワークの構築
・新たな販売ルートの開拓：従来の販売ルートを重視しながら中国の本格
的な白酒市場にも進出する戦略を実施中。
・販売ネットワークの構築：具体的な目標として中国国内主要都市に販売
代理店を募集する。従来のオフライン販売（店舗での販売）と合わせてオ
ンラインの販売を開始する。
２．ブランドと商品の認知度の低下
・啓蒙活動
・PR活動強化
・メディア戦略：SNSを活用した映像による発信や、プロモーションビデオ作
成による拡散等、効果的に消費者の商品に対する興味を高めて売上向
上につなげていく。
３．商品の質のさらなる向上。
・価値基準を一致させ、標準化して管理する。
４．中国流通面の確保（倉庫、物流等）
・定番ルートを構築する。

販売戦略
・中国白酒のハイエンドマーケットに切り込む→富裕層向けの商品を開発。
・大中華圏のマーケットに展開する→台湾・東南アジアの華人ネットワーク
を活用（協力：香港現地法人「一本木」（貿易会社））
・国内とインバウンドマーケットに展開する
→南島酒販、他（民泊会社、配車会社、マリンスポーツ社）を通してマーケッ
ト展開中。

・オンライン・オフラインの2本立てで販売する
→「１９１９」「天猫」等に出品予定。福建省にある「沖縄館」（店舗）を拠点と
する。



1

平成30年度沖縄酒類製造業自立経営促進事業（長粒種米酒プロジェクト）

～沖縄県内における長粒種米の生産（県産長粒種米）～

・沖縄県農業研究センター石垣支所にて栽培。
天候（台風の襲来等）を考慮して2回に分けて田植えを実施。

【圃場１】（20アール）
田植え：8月1日実施
収 穫：11月5日実施
想定収穫量：660Kg程度

【ジャポニカとの違い】

発育状況：他のジャポニカとは異なり倒伏は見られず、草姿良し
風による籾のすれはあるが、収量に影響する可能性は
低い。

収穫量の違い：本センターで植えているジャポニカと比較して
多収が見込まれる。

【圃場２】（20アール）
田植え：8月20日実施
収 穫：12月3日実施
想定収穫量：480Kg程度

沖縄県農業研究センター石垣支所で
栽培した県産長粒種米を使用した泡盛
の蒸留を実施した。

＜第1回収穫分＞
収穫量：660Kg
蒸留所：忠孝酒造株式会社
数 量：約560L
製 造：平成30年12月2日
貯 蔵：平成31年1月4日開始

＜第2回収穫分＞
収穫量：480Kg
蒸留所：株式会社多良川
数 量：約410L
製 造：平成31年1月31日
貯 蔵：平成31年2月16日開始
＊第2回目収穫分に
ついては、想定以上
の分量となったこと
から同社へ試験
製造を依頼した。

県産長粒種米の栽培において天候に

よるリスク回避等のために熊本産長粒
種米を購入し、泡盛の蒸留を実施。

購入量：100Kg（精米後3割減）
蒸留所：忠孝酒造株式会社
数 量：60L
製 造：平成30年8月6日
貯 蔵：平成30年8月末開始

上記の県外産長粒種米は、平成30年
11月29日、30日に開催された「沖縄大
交易会」において試飲実施。

これまでにない味わいと国内バイヤー
からも高評価、コスト面での課題をどう
クリアするかが課題である。

平成31年2月28日に
実施した第2回
AWAMORITeast
Warsに併せて、試飲
を実施。アイスランドの
バーテンダーからは、香
りがよく甘みを感じるという評価を得た

ジャポニカ 夢十色

県産長粒種米 県外産長粒種米

琉球泡盛の価値を向上させるべく、沖縄県内にて長粒種米を栽培し泡盛を製造する取り組みを
行った。



沖縄伝統空手×泡盛 ＰＲ動画の制作

泡盛の市場拡大に向けた情報発信事業として、空手と泡盛の関連動画を制作。
国際的なブランドである空手と泡盛は、歴史的背景などから親和性が高く、世界の１億３千万人の空

手家を対象として、第１回沖縄空手国際大会（平成３０年８月１日～８日）や、オリンピック等で来沖する
空手家や海外の空手家へ泡盛の良さなどを伝えるため、本事業では、関連動画を制作しＳＮＳ・動画
サイト等による情報発信を行った。

【ＰＲ動画の内容】
(1)沖縄空手と琉球泡盛の関係の視点

テーマ1)  歴史
テーマ2)  製造方法
テーマ3)  飲み方
テーマ4)  楽しみ方 エイジング、贈答用、記念品

(2) 沖縄空手家と琉球泡盛の関係の視点
テーマ5)  剛柔流 伝統編 高段者マスタークラス
テーマ6)  剛柔流 現代編 現役選手
テーマ7)  少林流 伝統編 高段者マスタークラス
テーマ8)  少林流 現代編 現役選手
テーマ9)  上地流 伝統編 高段者マスタークラス
テーマ10) 上地流 現代編 現役選手

https://www.youtube.com/channel/UCmaikW-
gShg2BfV-1xPWAyA

空手家優待符の発行
（KARATE-MAN PASS）
沖縄に在住・訪問した空手家向けに、沖縄県空手会館、各空手道場にて配布中。

【優待内容】
冨士商店(沖縄県那覇市久茂地3-23)
・お買い上げ金額から10%OFF
・泡盛ミニボトルを1本プレゼント

DOJO BAR(沖縄県那覇市字安里101)
・お会計時に500円分割引き など


